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　●はじめに●
　最近，道内においてもオガ粉製造機とよばれる
各種のノコクズ製造機が導入され始めました。こ
の場合,“ノコクズ”とはよばずに“オガ粉”(オ
ガコ）という言い方が一般的になってきていま
す。このような言い方がされるようになった背景
には，ノコクズはもはや“クズ”ではなく，立派
な原料になっていることがあると思われます。そ
こで，オガ粉製造機によって生産された“ノコク
ズ”については，“クズ”という言い方をさけて
“オガ粉”という表現にします。
　さて，このようなオガ粉製造機によって，たと
えば九州では年間70万m3ものオガ粉が製造されて
います。本道においても，製材工場廃材としての
ノコクズだけでは不足ぎみの傾向があり，今後は
各種のオガ粉製造機が導入され，オガ粉の生産が
活発になるだろうと推定されます。

　●オガ粉を作る機械（オガ粉マシーン）●
　現在，各種のオガ粉マシーンが市販されており
ます｡表1は筆者が調査した範囲でのオガ粉マシー
ンメーカーのリストです。価格は，メーカー，処
理能力によって異なりますが，本体のみの価格で
300～800万円，平均では500万円台だと思いま
す。
　オガ粉マシーンのタイプは，刃物タイプ，ノコ
タイプ，刃物と粉砕機の組み合わせタイプの3種
類があり，それぞれを，Ⅰタイプ，Ⅱタイプ，Ⅲ
タイプとよぶことにします。
　写真①は，ディスクに刃物をとりつけ，このディ
スクを回転させることにより，原木を大根おろし
を作るような方法で切削してオガ粉を生産するⅠ

タイプのマシーンです。ディスクは，写真①のA
の部分に収納されており，Bのフィーダーにより
原木はディスク面におしつけられます。写真②が

　　　      　表 1  オガ粉マシンメーカーリスト
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刃物タイプ（Ⅰタイプ）

刃物をとりつけたディスクで，原木はAの方向か
ら供給されます。でき上がったオガ粉は，Bの部
分を通って排出されます。写真③は，実際に運転
しているところです。
　写真④は，ノコタイプのオガ粉マシーンです。

Aの部分はフィダーであり，Bの部分に何枚かのノ
コが重ねられて入っています。写真⑤はノコ部分
で，原木は機械の上方から供給されます。写真⑥
は，実際の運転時の状況です。
　写真⑦は，刃物と粉砕機を組み合わせたⅢタイ
プのオガ粉マシーンです｡Aの部分にはロータリー
型チッパーがあり,背板や小径木のように長いもの
はこのチッパーでまず繊維方向を切断します。B
はバークやチップ等の小さい原料を投入するため
の入口です。Cの部分が粉砕機になっており，A
又はBより投入された原料はこの部分で粉砕され
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刃物と粉砕機の組み合わせ
タイプ（Ⅲタイプ）

ます。この部分の下部にはスクリーンがセットさ
れており，このスクリーンの目のこまかさにより
オガ粉の大きさがきまります。写真⑧は小径木を
写真⑨は枝条を処理しているところです。
　さて，このような方法で生産されたオガ粉と，
製材工場で排出されたノコクズとの比較を示したの
が写真⑩です。樹種はカラマツです。全体的にみ
ますと,製材工場廃材ノコクズは細かくみえます｡
しかし，方法によってはオガ粉マシーンでもオガ
粉を細かくできます（たとえば，機械への送りを
遅くする）が，生産性を考えた場合はこの写真程
度の細かさになります。この写真の場合，オガ粉
の粒径は廃材ノコクズで約1mm，Ⅰタイプはその
倍の2mm，Ⅱタイプは中間で1.5mm程度です。

　●オガ粉マシーンの採算性●
　さて，このようなオガ粉マシーンが使われてお
りますが，さらに広く普及されていくための課題
が3つあります。
　① 1時間当たりの処理能力がどの程度なのか？
　②原木の1m3がオガ粉のみかけ体積で何倍にふ
　　くれるか？
　③現在，オガ粉の価格がみかけ1m3当たり500
　　～2,000円程度であるが，処理費がどの程度
　　かかるのか？
以上の3つです。
　③番目の課題が一番重要ですが，この課題に答
えるためには，①と②の検討をしなければなりま
せん。
　①について，実験の結果では写真⑩に示したよ
うな大きさのオガ粉を生産する場合，Ⅰ，Ⅱ両タ
イプとも1時間当たり原木実材積で約2m3処理す
ることができます。
　②の課題については，樹種，含水率，オガ粉マ
シーンのタイプによって大幅に変わると考えられ
ますので，くわしい検討を行いました。
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　●原木1m3が何m3のオガ粉になるか●
　原木1m3当たりのオガ粉生産量は，原木の含水
率に左右されます。含水率30％をさかいにし，こ
れ以下に水分が下がると急激に小さくなり，30％
以上になると，オガ粉生産量はすこしずつ増加す
るような傾向があります。

　   表 2　含水率100％時の原木1m3当たりオガ粉生産量

　表2には，含水率100％の原木から生産される
オガ粉量の差異を樹種ごとに示してみました。こ
の表から，これらの樹種の中では，一番大きいの
がカバとカラマツで3.8m3 ，一番小さいのがトド
マツの2.9m3でした。いずれにしても，含水率
100％近くで3～4倍ということです。

　●オガ粉マシーンの普及状況●
　全国的な普及台数は筆者の調査した範囲で442
台で,特に多いのが九州（142台）,関東（91台）,
中部（84台）といった地方です。本道と近畿地方
には，他府県なみの普及実績はありません。しか
し，最近の情報では道内にも東川町，津別町，富
良野市等に導入されています。
　本州のオガ粉1m3の価格を断片的ですが表3に
まとめました。九州南部で2,500～3,000円，北
部で1,800～2,000円，四国で1,200～1,500円，
関東で1,800～3,500円というところです。

　●オガ粉の生産コスト●
　Ⅰタイプのオガ粉マシーンを用いた場合のオガ

　表 3　県別オガ粉価格と用途

粉の工場渡し価格を試算すると，表4のようにな
ります。この計算の根拠として，原料はカラマツ
間伐小径木で1m36,000円，オガ粉マシーンは毎
時原木材積2m3の処理能力で，年間3,000m3の原
木から約12,000m3のオガ粉を生産できるとしてい

　　    　　　　表 4　オガ粉の生産原価の試算
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ます｡なお,原木をオガ粉にすると，みかけの材積
は3.8倍にふくれるので,オガ粉の生産量が原木材

積よりも大きくなっています｡オガ粉マシーンは,
本体と附帯設備を合わせて1,200万円としています｡
　計算の結果，オガ粉みかけ1m3当たり2,400円

となり，調査したノコクズ市況よりも若干高い結
果となりました。しかし，ノコクズの価格は，最
近では年に1m3当たり300円程度上昇しています

ので，2～3年後には採算ラインに入るものと思
われます。その一方，人件費等の上昇要素も考え
ますと，1m36,000円より安い原料，すなわち梢

頭材や枝条材を原料とすることを考えなければな
らないと思われます。
　写真⑪ は，トラクター等のP・T・O軸又はエ

ンジンにより駆動される移動チッパーの写真です。
Aの部分には食い込みローラーがあり，原木を投
入すれば自動的にBの部分のディスク型チッパー

に送られてチップ化され,Cのシュートからトラッ
クの荷台へと風送されるしくみです。
　このようなチッパーを使って，間伐時に全木集

材し，パルプ材と一般材とを選別した後，残った
小径木や枝条材を山土場でチップ化してオガ粉原
料として利用することを考えれば,原料的にはかな
り楽になると考えられます。

　●おわりに●
　以上述べてまいりましたようにオガ粉の需要の
増大により，オガ粉マシーンの普及は，本道にお
いても時間の問題となってきているように思われ
ます。しかし，現在問題となっているカラマツ小
径木から,直接オガ粉を生産することは,経済的に
はまだ無理であり，間伐木の全木集材方法といっ
た技術的検討や，資源の状態などの経済的検討が
さらに必要であると考えられます。
　　　　　　　　（林産試験場　繊維板試験科）
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